
 

■申込・参加要領  ： 当会ホームページからお申込みください。ＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mail からもお申込み頂けます。 
後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 

※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HP にてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 
※お申し込み後のキャンセルはお受け致しかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／民秋・川守田 E-mail:tamiaki@bri.or.jp 
 TEL：03-5215-3514 FAX：03-5215-0951  〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2 麹町 M-SQUARE 2Ｆ 

 

グローバル内部通報制度の導入・運用上の留意点 
 
 

～ 2018 年 5 月に施行される 

『EU 一般データ保護規則（GDPR）』の内容も踏まえて解説 ～ 

２０１８年５月３０日（水）１３：００～１７：００ 

 企業研究会セミナールーム（東京：麹町５丁目） 

 
海外子会社の不祥事や不正の火種を消すための方策として、グローバル内部通報制度を導入する企業が増えています。しかし、「どこ

から始めればよいのか」、「どのような導入アプローチやモデルが考えられるのか」、「EU 域内の海外子会社から通報を受ける際にどのよう

な点に留意すべきか」などのお悩みや課題等を抱えられているケースも少なくないと思われます。そこで、本セミナーでは、このような企

業の皆様向けに、2018年5月に施行される、EU一般データ保護規則（GDPR）の内容も踏まえたグローバル内部通報制度の導入・運用

に当たっての留意点について解説いたします 

開催にあたって 

㈱ディークエスト ヘルプライン事業部 ジェネラルマネージャー  梅澤博文 氏 

 
新生銀行、コンプライアンスオフィサーでの経験を生かし、研修や内部統制業務や相談業務に従事した。2016 年、ヘル

プライン事業部事業ジェネラルマネージャーに就任．相談・内部通報窓口に係る業務管理、顧客テクニカルサポート、

内部通報に関わる専門人材育成に携わるトレーナーとして活躍中。 
 

３４，５６０円（本体価格 ３２，０００円） 
税込・資料代含む 

181504-0303 グローバル内部通報制度の運用上の留意点 

１. 実務における海外子会社管理のための 

グローバル・コンプライアンスと内部通報制度 

（１）海外子会社等管理に関する留意点 

（２）グローバル・コンプライアンスと内部通報制度の位置付け 

（３）内部通報制度が有効活用された場合に発揮する機能 

 

２. グローバル内部通報制度の現状と課題 

（１）グローバル内部通報制度の運用状況に関する自主点検事項と運用上の有効性 

（２）実例を基にした海外子会社等で発生した不祥事・不正と事業展開に伴う 

リスクの分類とチェック事項 

 

３．グローバル内部通報制度の導入における法的留意点 

（１）グローバル内部通報制度の導入に際しての留意点 

（２）グローバル内部通報制度の運用に際しての留意点 

 

４．グローバル内部通報の事例紹介 

（１）グローバル内部通報制度の導入の事例 

   ・３つのパターン分析と実例紹介     

   ・運用方式の説明と安全性の確保     

   ・導入の問題点（実際に起きたことを説明）    

（２）グローバル内部通報制度の運用の事例 

   ・海外からの通報実績件数と一般的な運用上の問題点   

   ・海外通報によって未然に防ぐことのできた事例      

 

※最少催行人数に満たない場合、開催中止とさせて頂く場合がございます。 

３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 


